
     

 

      
   

 

 

 

 

         

 

 

1 火   

2 水   

3 木   

4 金   

5 土   

6 日         

7 月 安全生活指導週  

8 火   

9 水              

10 木   

11  金 建国記念の日  

12 土   

13 日   

14 月 劇団とんがらし（父母の会主催）  

15 火 誕生会 避難訓練  

16 水  英語教室 

17 木  体育教室 

18 金   絵画教室 

19 土   

20 日   

21 月   薔薇組体育教室 

22 火   

23 水 天皇誕生日  

24 木 作品展 体育教室 

25 金  絵画教室 

26 土   

27 日   

28 月   

 今年度も残り 2か月を切りました。1日 1日を大切に、

子ども達が楽しんで過ごせるようにしたいと思いま

す。 

日に日に増す寒さの中でも身体をよく動かし丈夫な

身体作りをすると共に、外から戻った時には手洗い・

うがい・手指消毒をしっかり行って感染症を予防して

いきたいと思います。 

  

◎14日はバレンタインデーですが、園でのチョコレート等

の受け渡しはご遠慮下さい。ご理解、ご協力をお願い致

します。 

◎２月の保育料・諸費・１２月分延長保育代は７日(月)

に引き落とされます。 

◎まん延防止期間中は、外部講師による教室を中止させ

ていただきます。 

◎3日の節分会は中止させていただきます。なお、1月の

誕生会はまん延防止の期間が解除されてから行いたい

と思います。 

 

来月の予定 
3日 雛祭り会 

5日 クラス懇談会 

10日 お別れ遠足（もみじ組） 

15日 誕生会 避難訓練 

23日 お別れ会 

24日 修了式 

26日 卒園式 

31日 13時降園(給食あり) 

認定こども園 神の倉清凉保育園 

２月 園だより 

お願い お知らせ 

今月の歌 

♪ふゆのおとクルリン 

♪ペンギンちゃん 

お知らせ 



正しい食べ方を知って、食べ方マスターになろう！ 

① 良い姿勢で  

背筋を真っ直ぐに伸ばして食事をするとお腹が圧縮 

されないので食べ物の消化が良くなります。 

② 食とおかずは交互に  

交互に食べる事によって、栄養素をバランス良く摂る事が出来ます。 

③ よく噛んで食べましょう  

咀嚼をしっかりすることで、消化吸収が 

良くなり顎の筋肉が発達して歯並びが良くなります。 

また、よく噛むことで食べすぎを防ぎ肥満防止になります。  

立ちは  

 

２月は節分の季節です。豆まきに使われる大豆ですが、園の給食でもよく使われ

ています。栄養豊富な大豆の加工品も数多くあります。 

そこで今回は・・・大豆の加工品を紹介したいと思います。大豆の加工品を上手く

活用して、食卓を豊かに出来たら良いですね。 

味噌 

黄粉 

凍り豆腐 

炒る 

 
豆乳 おから 

豆腐 

大豆モヤシ 

納豆 

湯葉 

油揚げ      

厚揚げ 

若採り 

発酵 

茹で・ろ過 

大豆 

 

 

 

 

枝豆 

 

正しい食べ方マスターへの道 

 

大豆から作られた食べ物 

１月７日は七草粥でした 

七草の名前をお友達と教え合いながら

観察し興味津々でした！ 

「おいしい」という声をたくさん 

聞きました！ 

～１月の食育活動～ 

  

 

今月の予定 

１５日 誕生会特別食 

 

薩摩芋の糸昆布煮 

〈材料〉 大人 2人分・子ども２人分 

薩摩芋    180g    醤油 小さじ１ 

糸昆布     2.5g    砂糖 小さじ１ 

鰹・昆布だし 60㏄ 

〈作り方〉 

1. 薩摩芋は１ｃｍ厚さのいちょう切りにしておく。 

2. 糸昆布はぬるま湯で戻して、２～３ｃｍ長さに切る。 

3. 糸昆布の戻し汁を使ってかつおだしをとる。 

4. 鍋に薩摩芋を並べ、上に糸昆布をかぶせ、ひたひたになるく

らいのだし汁を入れたら、調味料を加えて、落し蓋をして煮

含める。 

5. 薩摩芋が柔らかくなり、煮汁も少なくなったらできあがり！ 

 

 

 

揚げる 

 

発酵 

令和 3年度 

認定こども園 

神の倉清凉保育園 





 

 

  

 

  

認定こども園 神の倉清凉保育園 

２月保健だより 

 

２月３日は節分です。子どもたちの「鬼は外！ 福は内！」の元

気な豆まきの声が聞こえてきます。子どもたちの中にいるウイル

スや細菌が全て体の外に出ていきますように。そして成長ととも

に子どもたちが丈夫で健康な体になるように祈っています。 

 咳のかぜ、引いていませんか？ 
 寒さが深まり、あちこちから咳が聞こえてきます。乾燥が原因の咳もありま

すが、ウイルス性のものは飛沫感染によって広がっていきます。咳エチケッ
トを守り、咳が出ている時はマスクを着用しましょう。 

おうちでのケア 

洗濯物を干したり、
加湿器をつけたりし
て、湿度を調節し、
喉を潤しましょう。 

咳がひどい時は、背中の
下に枕やクッションを
置くなどして上半身を
高くしましょう。 
呼吸がらくになります。 

麦茶や白湯など、刺
激のない飲み物で水
分補給をこまめに行
いましょう。 

薬の飲ませ方 
シロップ 

薄めずにそのまま飲ませ
ます。乳児は必要な量をスポ
イトやスプーンで取り、口の
中に入れましょう。 

粉薬 

 開いた状態の口の中に直接粉薬を入れられな
い場合は少量の水をスプーンにすくって薬を
入れ、溶かして飲ませましょう。スポイトを
使ってもよいです。他には、小さな器に粉薬
を入れ、数滴の水をたらし、だんご状に練り、
頬の内側あたりに塗るという方法もありま
す。 

いずれの場合も薬を飲みこんだ後は水か湯冷

ましを飲みましょう。 

擦 り 傷 

擦り傷ができたら、まず傷口の砂や泥などを流水で洗い

流してきれいにしましょう。石鹸をよく泡立ててやさしく

洗うのも良いです。消毒液は細胞の治ろうとする力も抑え

てしまうので使わない方が治りが早いといわれています。 


